
農林漁業体験民宿業の確認に関する取扱要領

第１条 趣旨

この要領は、農林漁業者等が営もうとする農林漁業体験や農山漁村生活体験を提供して

行う民宿営業（以下、「民宿業」という）が、「農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備

の促進に関する法律（平成６年法律第46号）」第２条第５項（以下、「余暇法」という）に

規定する農林漁業体験民宿業であることを確認するために必要な事項を定めるものとする。

第２条 確認申請書等の提出

農林漁業体験民宿業を営もうとする者は、農林漁業体験民宿業確認申請書（別紙様式１

－１）を農業農村振興事務所長に提出し、その営もうとする民宿業が余暇法に規定する農

林漁業体験民宿業であることの確認を受けることができるものとする。

あわせて、旅館業法（昭和23年法律第138号）をはじめとする関係法令における特例措置

等を活用して農林漁業体験民宿業を営もうとする者は、自身が農林漁業者であることを証

明する書類を添付し、農林漁業者であることの確認を受けることができるものとする。

２ 前項による確認を受けた者のうち、申請内容を変更しようとする者は、速やかに農林漁

業体験民宿業変更届（別紙様式１－２）を農業農村振興事務所長に提出し、あらためて確

認を受けなければならない。

３ 前項および前々項により確認を受けた者のうち、農林漁業体験民宿業を廃業しようとす

る者は、速やかに農林漁業体験民宿業廃業届（別紙様式６）を農業農村振興事務所長に提

出しなければならない。

第３条 確認結果の通知、報告

農業農村振興事務所長は、第２条第１項および第２項による確認申請書もしくは変更届

を受理したときは、その内容を確認し、結果を申請者に文書（別紙様式２－１または３－

１もしくは別紙様式２－２または３－２）で通知するものとする。

２ 農業農村振興事務所長は、前項の通知を行ったときは、速やかに農村振興課長に報告（別

紙様式４）するとともに、変更の場合は当該農林漁業体験民宿業の所在地を所管する保健

所長にも報告（別紙様式４）するものとする。

第４条 確認の取り消し

第３条第１項により確認を受けた者が、当該確認に係る要件を満たさなくなったとき、

あるいは第２条第３項による廃業届を提出したとき、または第５条に規定する遵守事項が

守られていないことが判明したときは、農業農村振興事務所長は当該確認を取り消すもの

とする。



２ 農業農村振興事務所長は前項の規定により確認を取り消した場合は、当該取り消した確

認の申請者に対し通知（別紙様式７）するとともに、当該農林漁業体験民宿業の所在地を

所管する保健所長および農村振興課長にその旨を報告（別紙様式８）するものとする。

第５条 遵守事項

第３条により確認をうけた者が遵守すべき事項は、次に掲げるとおりとする。

（１）毎年４月末日までに、「提供した役務の内容及び宿泊者数整理簿」（別紙様式５）に前

年度の実績をとりまとめ、農業農村振興事務所長に提出すること。

（２）関係法令を遵守するとともに、県及び市町の指示に従うこと。

第６条 その他

この要領に定めるもののほか、農林漁業体験民宿業であることの確認に必要な事項は、

農村振興課長が別に定める。

付則

この要領は、平成20年４月１日から適用する。

平成21年４月１日 一部改正

平成24年１月12日 一部改正



農林漁業体験民宿業確認申請書

平成 年 月 日

（宛先）

（地域名）農業農村振興事務所長

申請者 住 所

氏 名

電話番号

農林漁業体験民宿業の確認に関する取扱要領第２条１項に基づき農林漁業体験民宿業確認

申請書を提出しますので、下記の内容について、「農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備

の促進に関する法律」に規定する農林漁業体験民宿業に該当する旨を確認願います。

なお、確認にあたっては、必要に応じ関係機関等に当該確認申請書に記載の内容について

照会することに同意します。

記

１．宿泊施設の名称及び所在地

名 称：

所在地：

２．農林漁業体験民宿業で提供する役務の内容

（別紙）

３．農林漁業者であることの確認（希望する場合は、該当するものに○をつける）

（ ）農業者 （ ）林業者 （ ）漁業者

注１：氏名は、記名押印または自筆による署名のいずれかにより記入してください。

注２：「（別紙）提供役務の内容 農業（林業または漁業）」に必要事項を記入し添付してください。

注３：農林漁業者であることの確認を希望する場合は、自身が農林漁業者であることを証明する

書類を添付してください

（様式１－１） 



農林漁業体験民宿業変更届

平成 年 月 日

（宛先）

（地域名）農業農村振興事務所長

申請者 住 所

氏 名

電話番号

平成 年 月 日付け 第 号により確認を受けた農林漁業体験民宿業に

ついて、農林漁業体験民宿業の確認に関する取扱要領第２条２項に基づき農林漁業体験民宿

業変更届を提出しますので、下記の内容について、「農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整

備の促進に関する法律」に規定する農林漁業体験民宿業に該当する旨を確認願います。

なお、確認にあたっては、必要に応じ関係機関等に当該確認申請書に記載の内容について

照会することに同意します。

記

１．宿泊施設の名称

名 称：

２．農林漁業体験民宿業で提供する役務の内容

（別紙）

注１：氏名は、記名押印または自筆による署名のいずれかにより記入してください。

注２：「（別紙）提供役務の内容 農業（林業または漁業）」に必要事項を記入し添付してください。

（様式１－２） 



農林漁業体験民宿業で提供する役務の内容

平成 年 月 日

住 所

氏 名

農村滞在型余暇活動に必要な役務 具体的な内容

①農作業の体験の指導

②農産物の加工または調理の

体験の指導

③地域の農業または農村の生

活および文化に関する知識

の付与

④農用地その他の農業資源の

案内

⑤農作業体験施設等を利用さ

せる役務

上記①～⑤に掲げる役務の提

供のあっせん

↑該当するものに○をつけてください。

注１：氏名は、記名押印または自筆による署名のいずれかにより記入してください。

注２：様式１に添付してください。

（別紙）提供役務の内容 農業



農林漁業体験民宿業で提供する役務の内容

平成 年 月 日

住 所

氏 名

山村滞在型余暇活動に必要な役務 具体的な内容

①森林施業または林産物の生

産もしくは採取の体験の指

導

②林産物の加工または調理の

体験の指導

③地域の林業または山村の生

産および文化に関する知識

の付与

④森林の案内

⑤山村滞在型余暇活動のため

に利用されることを目的と

する施設を利用させる役務

上記①～⑤に掲げる役務の提

供のあっせん

↑該当するものに○をつけてください。

注１：氏名は、記名押印または自筆による署名のいずれかにより記入してください。

注２：様式１に添付してください。

（別紙）提供役務の内容 林業



農林漁業体験民宿業で提供する役務の内容

平成 年 月 日

住 所

氏 名

漁村滞在型余暇活動に必要な役務 具体的な内容

①漁ろうまたは水産動植物の

養殖の体験の指導

②水産物の加工または調理の

体験の指導

③地域の漁業または漁村の生

活および文化に関する知識

の付与

④漁場の案内

⑤漁村滞在型余暇活動のため

に利用されることを目的と

する施設を利用させる役務

上記①～⑤に掲げる役務の提

供のあっせん

↑該当するものに○をつけてください。

注１：氏名は、記名押印または自筆による署名のいずれかにより記入してください。

注２：様式１に添付してください。

（別紙）提供役務の内容 漁業



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（住 所）

（氏 名） 様

（地域名）農業農村振興事務所長 印

農林漁業体験民宿業の確認書

平成 年 月 日付で申請のありました下記の施設で行われる民宿業について、「農山漁

村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律」に定める農林漁業体験民宿業であるこ

とを確認しました。

なお、申請の内容を変更しようとする場合は、事前に変更届を提出してください。

記

１．宿泊施設の名称

２．宿泊施設の所在地

３．農林漁業者であることの確認 確認しました（確認していません）

（様式２－１）※余暇法に定める農林漁業体験民宿業と認められる場合



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（住 所）

（氏 名） 様

（地域名）農業農村振興事務所長 印

農林漁業体験民宿業の変更確認書

平成 年 月 日付で変更届が提出されました下記の施設で行われる農林漁業体験民宿

業については、「農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律」に定める農林漁

業体験民宿業であることを確認しました。

記

１．宿泊施設の名称

２．宿泊施設の所在地

（様式２－２）※余暇法に定める農林漁業体験民宿業と認められる場合



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（住 所）

（氏 名） 様

（地域名）農業農村振興事務所長 印

農林漁業体験民宿業の確認について

平成 年 月 日付で申請のありました民宿業については、下記の理由により「農山漁

村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律」に定める農林漁業体験民宿業であると

認められませんので通知します。

記

１．宿泊施設の名称

２．宿泊施設の所在地

３．認められない理由

（様式３－１）※余暇法に定める農林漁業体験民宿業と認められない場合



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（住 所）

（氏 名） 様

（地域名）農業農村振興事務所長 印

農林漁業体験民宿業の変更について

平成 年 月 日付で変更届が提出されました民宿業については、下記の理由により「農

山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律」に定める農林漁業体験民宿業であ

ると認められませんので通知します。

記

１．宿泊施設の名称

２．宿泊施設の所在地

３．認められない理由

（様式３－２）※余暇法に定める農林漁業体験民宿業と認められない場合



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（宛先）

農村振興課長

（（地域名）保健所長）

（地域名）農業農村振興事務所長

農林漁業体験民宿業の確認（変更）について（報告）

平成 年 月 日付で申請のあった（変更届が提出された）このことについて、別添資

料のとおり確認しましたので報告します。

【添付資料】

１．農林漁業体験民宿業確認申請書（変更届）（様式１－１（様式１－２））の写し

２．農林漁業体験民宿業確認書（変更確認書）（様式２―１（様式２－２））の写し

または、

農林漁業体験民宿業の確認（変更）について（様式３－１（様式３－２））の写し

（様式４） 



（様式５）

【 】 宿泊施設の名称：

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

月 日 ( 泊 日 ) 大人 人、子ども 人

合計 大人 人、子ども 人

注１）年度ごとに整理の上、翌年度の4月末日までに提出してください。

提供した役務の内容及び宿泊者数整理簿

提供した役務の内容

年度

月 日 宿泊者数



農林漁業体験民宿業廃業届

平成 年（ 年） 月 日

（宛先）

（地域名）農業農村振興事務所長

申請者 住 所

氏 名

電話番号

平成 年 月 日付け 第 号により確認を受けた下記の施設で行う農林

漁業体験民宿業を廃止しますので、農林漁業体験民宿業の確認に関する取扱要領第２条３項

に基づき廃業届を提出します。

記

１．宿泊施設の名称及び所在地

名 称：

所在地：

（様式６） 



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（住 所）

（氏 名） 様

（地域名）農業農村振興事務所長 印

農林漁業体験民宿業の確認の取り消しについて

平成 年 月 日付け 第 号により確認した農林漁業体験民宿業について、

下記によりその確認を取り消しましたので通知します。

記

１．宿泊施設の名称

２．宿泊施設の所在地

３．取り消しの理由

（様式７） 



番 号

平成 年（ 年） 月 日

（宛先）

（地域名）保健所長

農村振興課長

（地域名）農業農村振興事務所長

農林漁業体験民宿業の確認の取り消しについて

平成 年 月 日付け 第 号で確認した農林漁業体験民宿業について、別添

資料のとおり確認を取り消しましたので報告します。

【添付資料】

１．農林漁業体験民宿業の確認の取り消しについて（様式７）の写し

２．農林漁業体験民宿業廃業届（様式６）の写し（廃業届が提出された場合のみ）

（様式８） 


